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１ はじめに：コロナ禍が共同研究を変える 

 2020 年初頭から新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）が世界的⼤流⾏（パンデミック）となった。感染拡⼤
を防ぐため，世界各国において外出や移動が制限される
こととなった。⽇本においても政府から緊急事態宣⾔が
発出され，テレワークの奨励や，都道府県をまたぐ不要不
急の移動⾃粛などの⾏動変容が要請されることとなった。 
 このような状況下で，共同研究，すなわち複数の研究者
が協⼒して進める形式の研究においても，研究会や打ち
合わせのために共同研究者が⼀堂に会することができな
くなるなどの⽀障が⽣じた。しかし，代替⼿段としてオン
ラインのビデオ会議が急速に普及したことにより，共同
研究の進め⽅がいま⼤きく変容しつつある。 
 COVID-19 の感染者数は，2020 年 7 ⽉ 20 ⽇時点で国
によってはいまだ増加傾向にあり 1)，パンデミックの収
束を⾒通すことができない。感染拡⼤を防ぐための⾏動
変容は，不可逆的なものとなろう。そのため，コロナ時代，
すなわちコロナウイルスと共に⽣きる時代の共同研究の
進め⽅を⾒定める必要がある。 
 筆者は以前より，共同研究に参画する主体の間にどの
ような問題が⽣じ，それをどのように乗り越えるかとい
うことに関⼼をもち，研究を進めてきた 2)。特に近年は，
複数の共同研究プロジェクトに関与しながら，公的資⾦
による研究の成果を広く社会に開放するオープンサイエ
ンスを，学術の知識⽣産システムの開放へと概念的に拡
張し，研究者を含む社会の多様な主体が協⼒し合って現
実世界の課題を解決するための⽅法論を探究している 3) 

4)。その経験に照らしつつ，本稿ではコロナ時代に共同研
究の活性を保ちながら研究を推進していくための⽅策に
ついて考えてみたい。 
 

２ 物理的距離を取りながらの共同研究 

 コロナ時代の共同研究は，物理的距離を取りながら進
めることが前提になる。感染拡⼤を防ぐために社会的距
離を取ること（social distancing）が推奨されているが，
⾏動科学の⽴場からすると「物理的距離を取る」（physical 
distancing）と⾔うのが適切である。なぜならば，たとえ
物理的距離は離れていても社会関係を維持することはで
きるからである 5)。 
 この，社会関係は維持できる，という点が，共同研究に
とっても重要である。つまり，物理的距離は離れていて
も，共同研究を進め，広げることは可能である。とはいえ，
距離が離れている以上，共同研究の空間はバーチャル化
する。ただし，議論をするには同じ時間を⼀緒に過ごす必
要があり（共時性），共同研究の活性を保つためには議論
の内容を共同研究者とタイムリーに同期する必要がある。
ここで，ビデオ会議システムをはじめとするオンライン
ツールを活⽤する必要が出てくる（３節参照）。 
 いましがた，距離は離れていても社会関係は維持でき
ると述べたが，実は社会関係を再構築する絶好の機会で
あることに，読者の多くも気づいているのではなかろう
か。共同研究においては，例えばビデオ会議システムが標
準的に使われるようになり，遠隔参加が「あたりまえ」の
参加形態として許容されるようになったことで，遠⽅か
ら研究会や学会に参加しやすくなった。また，研究会後の
懇親会代わりのオンライン飲み会には，参加者が気兼ね
なく議論できるアンカンファレンスの効果があるようだ。 
 しかし，物理的距離を取りながらの共同研究は，メリッ
トばかりでもない。オンライン会議で画⾯を集中して⾒
続けるのは眼をはじめ⾝体への負担も⼤きい。また，物理
的な会議室が不要になったことで，⽇時の調整さえつけ
ば夜間や休⽇にも研究会の予定が⼊りうる状況となった。
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オンライン国際会議では時差に配慮する必要があるが，
⽇本を含む東アジアとヨーロッパ，アメリカ⼤陸の 3 地
点から同時に接続しやすい時間帯を⾒つけるのは困難で
あり，会期 5⽇間で各⽇ 2-3時間のみ集中開催にすると
か，同⽇に 2 つの異なる時間帯で開催するといった⼯夫
をする必要がある。参加者の負担を極⼒減らすことも，共
同研究を上⼿に進めるコツであろう。 
 

３ 共同研究に有⽤なオンラインツール 

 物理的距離を取りながら知的共同作業を進めるために
は，オンラインのコラボレーションツールが⽋かせない。
しかし，オンラインツールは数多あるので，場⾯に応じて
最適なツールを選択し，組み合わせて使う必要がある。 
 最適な組み合わせを⾒つけるためにはまず，どのよう
なツールが有⽤か知る必要がある。そこで，共同研究にど
のようなオンラインツールが使われているか，Web アン
ケートにより調査した。調査は，2020 年 6⽉ 23⽇から
30 ⽇にかけて，Google フォームを⽤いて実施した。設問
は，チャット，遠隔会合，⽇程調整など 9 つの⽬的別に，
個別のツールの使⽤経験と使⽤頻度（よく使う／たまに
使う／知っているが使ったことがない／知らなかった）
を択⼀式でたずねた。回答は，研究者（教員，研究員）と
研究⽀援者（秘書，事務員，技術員など）を対象に想定し
て，総合地球環境学研究所（地球研）と農村計画学会，
Future Earth Japanのメーリングリストと，地球研オープ
ンチームサイエンスプロジェクトの Slack，Facebook 等
を通じて依頼し，139⼈から匿名で回答を得た。 
 表１に⽬的別の代表的なツール⼀覧と回答の集計結果
を⽰す。以下，この結果と筆者の使⽤経験を踏まえて，⽬
的別にどのようなツールがどのように使えるか概説する。
なお，回答者の専⾨分野は上記の機関ないしネットワー
クがカバーする分野に偏っていることに留意されたい。 
 
（１）チャット 
 チャットツールは，電話ほど緊急を要しないが，電⼦メ
ールほど明⽰的に記録を残す必要もない，研究組織内で
のテキストメッセージによる⽇常的な意思疎通に⽤いる。 
 筆者が主宰する地球研オープンチームサイエンスプロ
ジェクトでは，コロナ禍によるテレワーク開始を機会に
Slackを導⼊した（図 1）。Slackはいうなれば仕事⽤のソ
ーシャルネットワーキングサービス（SNS）であり，テー
マ別のチャンネルを設けてメッセージをやり取りしたり，

ファイルを添付して共有したり，メンバー間で個⼈的な
やり取り（ダイレクトメッセージ）を⾏うことができる。 

 
図１ Slack の使⽤例 

（地球研オープンチームサイエンスプロジェクト） 
 
 アンケートの結果，最も多くの⼈が「よく使う」と回答
したのは，汎⽤的な SNSである LINEであり（139⼈中
54⼈），Slack（49⼈）と Facebook Messenger（47⼈）
がこれに次いだ。Microsoft社のクラウド版オフィススイ
ートであるMicrosoft 365（旧称Office 365）に含まれる
Teamsも同等のチャット機能を有するが，「よく使う」と
回答した⼈は 25⼈と⽐較的少数にとどまった。もう⼀つ
の汎⽤ SNS である WhatsApp は海外では Facebook 
Messenger よりも利⽤者数が多く 6)，位置情報をリアル
タイムで送信先に知らせる機能が付いているため，筆者
は中東でのフィールドワークの際に活⽤している。 
 
（２）遠隔会合 
 遠隔での打ち合わせや研究会には，以前は Skype や
FaceTimeなど，ビデオ通話を中⼼とするシステムがよく
使われてきたが，コロナ禍の中で，同時接続⼈数やプレゼ
ンテーションの画⾯共有の画質，スケジューリング機能，
レコーディング機能などにすぐれるビデオ会議システム
が⼀気に普及した。その代表格は Zoom であり，回答者
139⼈中 112⼈が「よく使う」と回答した。Zoomは 2020
年 4 ⽉後半にセキュリティー上の問題が指摘されたが，
暗号化などの技術的改良が進み，現在は問題なく使えて
いる。同様のビデオ会議システムとしては，Microsoft 
Teams，Cisco Webex，Google Meet，GoToMeetingなど
があり，特にTeamsはMicrosoft 365，Google MeetはG 
Suiteを契約した組織内での利⽤に適している。オープン
チームサイエンスプロジェクトでは，所外からの参加者
のいるウェビナーや打ち合わせには Zoom，所内での打
ち合わせにはTeamsを使い分けている。 
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（３）⽇程調整 
 共同研究では研究会や打ち合わせの⽇程調整を⾏う機
会が頻繁にある。⽇程調整は電⼦メールでもできるが，⼈
数が増えると集計に⼿間がかかる。⽇程調整ツールを使
うと，出⽋申告状況が簡便に⼀覧できる。⽇本ではこれま
で「調整さん」や「伝助」がよく使われてきたが，Slack
にも「Simple Poll」という連携アプリを⽇程調整に⽤いる
ことができる。国際的な⽇程調整には，現地時刻表⽰機能
の付いた Doodleが便利である。 
 
（４）カレンダー 
 共同研究チームでの共有に適したカレンダーとしては，
Google カレンダーをおすすめしたい。アンケートでは約
半数にあたる 72⼈が「よく使う」と回答した。Apple カ
レンダーとの同期や Slackとの連携もできる。少し⾼度な
テクニックとして，研究会等のイベントの出⽋確認に使
うこともできる。 
 
（５）ファイル共有と⽂書・表・コードの共同編集 
 共同研究にあたっては，研究資⾦の申請書から，研究デ
ータ，研究会の資料，論⽂の原稿，研究成果報告書に⾄る
まで，さまざまなファイルを共同研究メンバーで共有す
る機会がある。クラウド型のファイル共有サービス（オン
ラインストレージ）を⽤いると，組織外の共同研究者間で
簡便にファイルを共有することができる。オンラインス
トレージでは，フォルダごと，ファイルごとに共有するメ
ンバーを限定できる。また，リンクを限定公開することに
より，アカウントを持たなくてもフォルダやファイルに
アクセスすることもできる。 
 そのような共同研究に適したストレージの代表例は，

Googleドライブ（67⼈が「よく使う」と回答）と Dropbox
（64⼈が「よく使う」）である。組織でMicrosoft 365を
契約している場合は，個⼈間のファイル共有に OneDrive，
チームでのファイル共有に SharePointを⽤いると便利で
ある。 
 これらのオンラインストレージでは，⽂書やスプレッ
ドシートを共同編集することもできる。オープンチーム
サイエンスプロジェクトでは，Googleドライブを⽤いて
研究計画書やメンバーリスト，業績リスト，報告書等の共
同編集を⾏なっている。他にも，メモ書きに便利なマーク
ダウン記法を採⽤したコラボレーションノートである
HackMD もおすすめしたい。 
 また，プログラムのソースコードを共有し共同編集す
るには，GitHubを⽤いるとバージョン管理を簡便に⾏う
ことができて便利である。論⽂で⽤いたプログラムのソ
ースコードを公開するリポジトリとして⽤いることもで
きる。 
 共同研究が広がると，新しい参加者が増えたり，サブグ
ループが⽴ち上がったりして，複数のオンラインストレ
ージを併⽤することになり，どこにどのファイルを置い
たか分からなくなるかもしれない。そのような時に便利
なのが，オープンサイエンス時代の研究データ管理ツー
ルとして開発された OSF（Open Science Framework）で
ある。OSFはGoogleドライブや Dropboxなど複数のオ
ンラインストレージを横断的にカタログ化して，チーム
メンバーで共有できる。アンケートでは 95⼈の回答者が
OSFを知らなかったが，資⾦提供機関が共同研究プロジ
ェクトに対しデータ管理計画（DMP）の提出を義務付け
るようになると，普及することになろう。 
 なお，オンラインストレージの利⽤にあたっては，情報

表１ 共同研究に有⽤なオンラインツールの例 

⽬的 アプリ名（括弧内は回答者 139 ⼈のうち「よく使う」と回答した⼈数。*は選択肢外） 

チャット LINE (54), Slack (49), Facebook Messenger (47), Microsoft Teams (25), WhatsApp (8), Skype (*) 

遠隔会合 Zoom (112), Microsoft Teams (28), Cisco Webex (12), Google Meet (11), GoToMeeting (2) 

⽇程調整 調整さん (53), 伝助 (46), Slack (23), Doodle (10) 

カレンダー Google カレンダー (72), Microsoft Teams (8) 

ファイル共有 Google ドライブ (67), Dropbox (64), Microsoft OneDrive & SharePoint (40), Box (9), OSF (0) 

⽂書の共同編集 Google ドキュメント (39), Microsoft OneDrive (17), HackMD (*), notion (*) 

表の共同編集 Google スプレッドシート (37), Microsoft OneDrive (9) 

コードの共同編集 GitHub (13) 

動画の共有 YouTube (30), Microsoft Stream (5) 

タスク管理 Redmine (*), Trello (*) 

※アンケートの結果概要は http://bit.ly/onlinetoolsurv4colabresjp20 にて公開している。 
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セキュリティーの確保に留意する必要がある。共同研究
プロジェクトにおいても，例えば⼈事選考書類や，郵便物
の発送先リスト，社会調査データのような個⼈情報が含
まれるファイルは，オンラインストレージにアップロー
ドするべきではない。 
 
（６）動画の共有 
 共同研究の動画共有というと，以前は研究会やシンポ
ジウムの様⼦をデジタルビデオカメラで録画して，その
動画を YouTubeにアップロードするか，YouTube Liveや
Facebook Live，ニコニコ動画を⽤いてライブストリーミ
ング放送を⾏うことを意味し，撮影・放送機材の⾯に技術
的な障壁があった。しかし，Zoomをはじめとするビデオ
会議システムを使うと，専⽤の機材がなくても気軽に会
議をレコーディングできる。動画ファイルはMP4形式で
出⼒されるため，そのままでも YouTubeにアップロード
して公開できる。Microsoft Teamsの場合は録画ファイル
が⾃動で Streamに収録される。YouTube，Streamとも，
動画の字幕を⾃動⽣成する機能があり，無料で⽂字起こ
しができてしまうようになった。アンケートの結果，
YouTube で動画をよく共有する⼈は 30 ⼈，Stream は 5
⼈と，まだ少数ではあるが，研究会合に出席できなかった
⼈も後⽇視聴することが可能で，また⾃動字幕機能によ
り発⾔録を簡便に作成することもできるので，共同研究
の便利ツールとして今後の普及が期待される。 
 

４ むすび：インクルーシブな共同研究に向けて 

 前節で紹介したツールは，いずれもクロスプラットフ
ォームであり，Windows, Mac, iOS, Androidなどオペレ
ーションシステムや PC，タブレット，スマートフォンの
別を問わずに使える。また，いずれのツールも，アカウン
ト登録をすれば無料で使える基本機能を提供している。
⾼機能を求めるならば，有料版にアップグレードするこ
とをおすすめする。⾃⾝のワークスタイルと共同研究の
スタイルに合わせてこれらのツールを組み合わせて使う
ことになるが，選択肢が多岐にわたるため，どれを選べば
よいか迷ってしまうかもしれない。そんな悩みを解決す
るオールインワン型のワークスペース notionや，プロジ
ェクト管理ツールのRedmine，タスク管理ツールのTrello
を愛⽤する研究者もいる。 
 オンラインのコラボレーションツールは，共同作業や
コミュニケーションを容易にするだけでなく，共同体へ
の参加そのものも容易にする。そのため，ツールの導⼊に
より，共同研究が，以前よりもひらかれた，インクルーシ
ブ（包摂的）なものとなる。すると，異なる視点や⼿法が

交わり，研究にシナジー（相乗効果）やイノベーションが
起きやすくなる。このような変化を⽬の当たりにすれば，
オンラインツールの受容がさらに進み，共同研究という
営みにゲームチェンジが起きるであろう。そのような変
⾰を起こすために，今は持続可能な開発⽬標（SDGs）の
「誰も置き去りにしない（No one will be left behind）」と
いう理念を思い起こして，経験者が未利⽤者や初⼼者を
包摂的に⽀援することにより，利⽤者のすそ野を広げる
ことが肝要である。 
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